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日本大腸肛門病学会の委員会にて

「便失禁診療のガイドライン」を作成中です。

先日パブリックコメントを募集するために原案

がホームページ上で公開されました。

そこで今回は、

ガイドラインの原案と当院での便失禁診療に

ついて特集いたします。
大腸肛門病センター高野病院
大腸肛門機能科部長 肛門科部長

高野 正太

Topics!!

便失禁診療のガイドライン

Contens

大腸肛門機能科のキャラクター

1.便失禁の原因となる排便障害

2.便失禁に対する直腸肛門機能検査

3.便失禁診療のガイドライン

4.便失禁の治療

紹介患者様のご紹介方法について



1.便失禁の原因となる排便障害

2.便失禁に対する直肛機能検査

しかし、肛門内圧が低くても便が全く漏れないという

方は沢山います。

便失禁に関与する因子は「①肛門括約筋」だけで

はなく「②直腸の容量、過敏性」「③便の性状」

「④直腸肛門の感覚」が重要です。

また、直腸重積や直腸脱などの器質的疾患も便失

禁の原因となります。 ①肛門括約筋力の低下損傷や脆弱化

④直腸や肛門
の知覚異常や
異常反射

②直腸の異常な形態や収縮

今回のガイドライン原案で

は右図の様に便失禁診療の

アルゴリズムを示しております。

まずは一般の病院や医院

で出来る保存療法を行い、

それでも改善しない場合は、

直腸肛門機能を扱う専門病

院への紹介を勧めております。

「便失禁」と聞くと
「肛門括約筋が緩いんだね」
「肛門の絞まりを良くすればいい」
「絞まりが良くならないから諦めよう」と思っていませんか？

3.便失禁診療の
ガイドラインについて

日本大腸肛門病学会

肛門超音波検査、排便造影検査

陰部神経伝導時間検査

直腸管粘膜電流刺激閾値検査

直腸感覚検査

肛門筋電図検査

肛門内圧検査

「肛門内圧が低い人が便失禁を

来たす」わけではありません。

様々な要因が関与するため、右記

の様な検査を行い、原因の追及、

治療方針の決定を行います。

生理的検査

形態的検査

③便の性状



ガイドラインに沿って治療を行うのがスタンダードになりますが、

「全ての患者で完全に便失禁を止める」訳ではありません。左頁の便失禁の原因を考慮に入れ、

患者ごとに治療をカスタマイズする必要があります。以下は当院で可能な治療方法です。

・・便失禁の電気治療・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

経皮的脛骨神経刺激療法（PTNS）

肛門管電気刺激療法（TaES）

仙骨神経刺激療法（SNM)

4.便失禁の治療

関するエビデンスも低いという現状です。

現在、本治療に対する研究も進み、その有効性

を示すデータも報告されるようになりました。

身体への有害事象も少なく、今後は更に研究も

進み、便失禁治療の選択肢の１つとして期待され

る治療方法です。

肛門管電気刺激療法（TaES）は、肛門管内に電

気刺激電極を挿入し、肛門管を電気刺激することに

よって便失禁を改善する治療方法です。肛門括約筋

の神経筋接合部を刺激して、括約筋を受動的に収縮

させることにより、括約筋収縮力が増強することで効果

を発揮すると考えられています。しかし、どのような方に

本治療方法が有効かわかっておらず、その有効性に

仙骨神経刺激療法（ＳＮＭ）は、仙骨神経を

電気刺激することによって、便失禁の改善を目的とす

る治療方法です。欧米では、便失禁に対する有効な

治療方法の１つとして20年ほど前から実施されてい

ます。2014年４月から日本でも保険診療で治療が

できます。

ＳＮＭの最大の特徴は、２期に分けられた手術

（試験刺激と装置植込み）を行うことにあります。

１期目、体内にリード線のみを挿入し体外式の刺激

装置を用いた試験刺激を行います。それにより効果が

認められた場合にのみ、２期目で刺激装置を

おしり付近に植え込みます。国内における臨床試験に

おいては、約８割の患者さんが治療前に比べ便失禁が

半分以下に減少したという報告がされています。

経皮的脛骨神経刺激療法（ＰＴＮＳ）は、

肛門痛・会陰痛の疼痛緩和、また便失禁に対する

新たな外科的治療方法です。ＳＮＭと比較して、

その効果は劣ると言われていますが、身体に対する

侵襲が少ない治療方法です。体内にリード線や装

置を植え込むことなく、外来にて週２回（30分程

度/1回）の治療を行います。両下肢に電極を貼り

つけ、微量な電流を流し、脛骨神経に刺激を

与えることで治療効果をも

たらします。

最近は装置の小型化・

簡便さから在宅での治療

も可能です。



紹介元
医療機関様

外来患者診察予約票（兼診療情報提供書）は当院のホームページからもダウンロードできますので

ご活用下さい。（トップページhttp://www.takano-hospital.jp→医療機関の方へ→患者様のご紹介方法）

月～金曜日

土曜日 9：00～12：00

予約受付時間

9：00～17：00

①外来患者診察予約表（兼診療情報提供書）※別添 にご記入の上、

ご送信ください。

FAX 096-384-1061

お問い合わせ先 地域医療連携課 TEL096-206-2998 （直通）

② 当院が患者様と来院日・予約時間を調整

③ 来院日・予約日連絡表を貴院へ送信

④ 患者様の当院ご来院

⑤ 貴院への受診結果報告

②

④③ ⑤

①FAX
大腸肛門病センター

高野病院

便失禁の患者様でお困りの時は月・火・金の外来（高野正太）へご相談ください。

患者様の紹介状持参による来院またはＦＡＸによるご予約（下記ご紹介方法をご参照下さい）も
お受けしておりますので是非ご活用下さい。

※水曜・木曜は高野正博（高野会会長）による重症便秘外来も設けております。

月 火 水 木 金 土 日

午前
高野
正太

高野
正太

高野
正博

高野
正博

高野
正太

担当医 担当医

午後 休診 休診 休診 休診 休診 休診 休診

大腸・肛門リハビリテーション科（大腸肛門機能科）

紹介患者様のご紹介方法について

ご紹介いただく患者様の予約システムを導入しております。
医療機関の皆様にはお手数をお掛け致しますがFAXにてご連絡ください。
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紹介患者様

平成29年８月１日大江に新築移転いたします。
移転先所在地 〒862-0971 熊本市中央区大江３丁目２番５５号


